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(わたし)と一体たらしめる(真理)を明かす際,筆者はどうしても以下の

文章を取り上げておかざるを得なくなる。これもまたヴェーユについて「明確

に答え得なかった諸点を証すのに」さらに不可欠な引用文になると察知される

からである。
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efficacepourautantetseulementpourautantqu'ilestreel‥‥

UneconventionrelativeaubienabsolunepeutetreratifieequeparDieu.(1)
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人間の本質というものは,魂の願望が生得的に魂にかかわる行動.運動,挙

動(の仲立ち)によって身体を経由させられないかぎり.魂に願望を取り込め

ないように組み立てられている。そうならない願望は魂に幻想のごとく存する

だけである。こうした願望は魂に働きかけない。.‥

わたしたちはわたしたちのうちにない着を.どんな意志の努力を試みようと.

手に入れることができない。わたしたちは尊を受け取るしかできない0

わたしたちは唯一の条件を課して.善を必ず受け取る(ことができる)。そ

の条件とは願望である。しかし不完全な善への願望ではない。

純粋な.完全な.すべてを統轄する.絶対的な善に其直ぐに向けられた願望

のみが.魂にそれ以前にはなかったような尊をいくつか生じさせることができ

る。魂がこうした願望の状態にあるならば.魂は願望の激しさと時間に比例し

て(魂全体に)広まるにちがいない。

しかしこのような働きかけをするのは現実の願望だけである。絶対的な尊-

の願望もまた.この願望が現実の願望であるかぎり.効果的なのである。 -

絶対的な着についての約束ごとは神によってのみ認証される。 (括弧内は筆

者)

「(わたし)と一体たらしめる(真理)」は何かと質す途中で取り上げた,上

記引用文中にはしかし. (真理)の語が書かれていないが.その代わりになろ

うと思える. (絶対的な尊)という語が散見される。 「(真理)」が何かを「明か

す際」,筆者はヴェ-ユをして(真理)に(含め)させた　くあらゆる種類の善)

の-である(絶対的な善)を実際に掴み取らせることが.彼女のみる(真理)

の語に充当することであって.この(絶対的な音)を(理性(知性))の行使

で得る(観念)により認識されるだけをもって(真理)とみなしてならないと

断じおきたい。すると上記引用文から読み得る通り,(絶対的な善)たる(真理)

はこの叔終段落に記される(神)をさすことを措いてほかにあり得なくなろう。

つまり一見したごとく.彼女が「あの世界」のことはむろん.(この世界(現実))

に対しても不可知論的立場で対処していたために, 14歳当時を振り返る引用文

にさえ.本来(真理の王国(あの世界))と記す必要がないにもかかわらず,

それでも(真理の王国)と明記せずにおれなかったは.彼女が14歳の頃を回顧

-2-



ヴェーユ身体笛〔禰I〕

してはその当時,後日に体験せる(恩寵)を授かったり.くあらゆる形相状の.

霊的な尊の領域)に(入)ったりできたことを明確にしていない引用文になっ

たとしても. (真理の王国)に(入)ることを憧れ,その(真理)を(棉)と

予知していたことを示唆させるからだと,換言すると彼女が(望)むと　く願望)

や(注意力)なる諸能力(後述)をもたらした工場体験.宗教体験や農業労働

体験を経ては不可知論で対応しよう.自らの知的誠実さは(この世界)ではま

だしも, 「あの世界」ではもはや役に立たないことを知るからだということで

ある。

そこで間わねばならぬは.いかにして(真理の王国)の. (絶対的な善)で

ある(真理(神))をヴェ-ユに掴み取らせたかである。彼女はこれを. (感受

性以上に運) (2)(ぎせる際に生じよう(魂)のく感受性)のほか, (魂)の(望)

む(d色sirer)と(願望(desir))や(注意力(attention))においてと主張し

たし.この(超越軌　霊的な王国(額域))にあって.そうした能力の語が適

合するといえるか否かはさておき.かかる能力が生まれたは工場体験,宗教体

験や農業労働体験であったと繰返してでもいっておかねばならない。なぜか。

各体験はみな彼女の(魂)をあたかも,ヨプが(どうか神がわたしを打ち滅ぼ

すことをよしとし.み手を伸べてわたしを断たれるように)(3)と,キリストがくわ

が神.わが神,どうしてわたしをお見捨てになった(のです)か)川と叫んだ

に等しくさせたと.しかも各体験から, (真理(棉))は彼女が(神を探し求め

る)ようにではなく. (絶対的な) (尊(棉)を(恩寵のごとくに)受け取るし

かない)ようにあったと察知される。

以上を踏まえても.筆者には(この世界)とは何か.(魂)とは何か.その(魂)

にあって.(盟)むと　く願望)や(注意力)なる諸能力とは何か,(理性(知性))

をいかに用いねばならぬかなどに対する,筆者なりの結語が欠かせなくなる。

このために　r豊的自叙伝j　と　r秘度の理論」の各引用文を持ち出したは.前者

に上記のような問いが惹起され,後者にその答えが秘められくるかかわりにあ

ると読み得たからである。それにこの問いへの答え(結語)は.ヴェ-ユのい

う(必然性)や(不幸)を明らかにさせ.そこに立つことで, 「まだ明確に答

え得なかった緒点を証す」し.筆者に提起できた「認識論」を確実にさせるだ

けでなく, 14歳.頃を語り. 34歳に記した各引用文を見渡せば.彼女によってこ
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こに書き残された. 「静の行動」たる思想や「勤の行動」たる「生きた哲学」

は終始整合性と-fi'性を確保し得たことを明かすであろうと.かつポーヴオ

ワ-ルの思想ともはや相違させるは間違いなかろうといえる。ただし筆者はこ

れまでに分析し説明してきたことの繰返しをできるかぎり避けて.以下に上記

した問いに答え(結語し)なければならないと断わっておく。

まず,r秘蹟の理論」の冒頭の文章に注意しよう。それこそ人間にとって(必

然性)を意味させる。これを含め.たとえばキリスト教にいう神の創造した(こ

の世界)に対して.ヴェ-ユはく必然性)と語るだけでなく.(必然性)なる(こ

の世界(現実))をもかたちづくらすは「あの他界(真理の王国)」の(棉)で

あるとされる。それにキリストが神に(見捨て)られたとの叫びにかかわらせ

ていうと,彼女のみる(神)はキリストをはじめとした.すべての人間をはむ

ろん, (この世界)さえ(見捨て)たに等しい(必然性)でもって支配してい

たのだ。しかれどもこうした(必然性)なしに,彼女は(この他界)と「あの

世界」が繋らないと断じるのみか.これ以外の見方で.いわゆる(不幸)を捉

えていないことも確かなのである。 (この他界)と「あの世界」が繋り(関係)

あるとみえるは.例の　r霊的自叙伝」に記される(美.徳(力))が明らかに

する。要は彼女にあって.「あの世界(棉)」が自然やすべての人間の生きる(こ

の世界)を(見捨て) (放棄して)創造したために. (この世界)にかかる(必

然性)が, (必然性)の-たる, (他界(自然)の莫)や「すべての人間」に課

せられる(徳)がもたらされるのだ。さらに筆者が(vertu)を(力)と訳し

た場合もそうである。つまり(力)は(神)の(この世界)のかの創造による.

(この世界)の自然や「すべての人間」を襲ってやまない(必然性)の-たる

証しとなり,いわばその代表が(不幸)であって.そこには当然, (棉)とか

かわらせていう(不幸)も組み入れられる。ヨプやキリストが叫ぶところにみ

られる,くわたしたちはわたしたちの悲惨(不幸)を作るのではない) (Sがこ

れだ。く神(あの世界))との繋り(関係)を(この倣界)の　く必然性)にみず

ば,彼女をして,およそ(この世界)に(美.徳(力))を見出すといわせる

はずがないし,彼女に語られようキリストも,ご自身で(見捨て)られたと叫

ぶはずもないのだ。

なお,筆者が自然を「しぜん」でなしに「じねん」の謂と捉えては.これと
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同意になろう. (人間の本質(lanaturehumaine))と記された(本質)もヴェ-

ユ(人間)にあって(必然性)にかかわるとみることに対し.たとえば.人間

の主体性を前面に出さざるを得ないがゆえに. (実存は本質(essence)に先き

立つ)といい切るサルトルをここに持ち出しても,各(本質)の譜の違いでは

比較にならないにせよ.それでも彼の場合.(本質)は(必然性)に依拠せぬ(本

質)でしかなくなろうし.彼女の場合.彼の表現を借りていうと. (本質)の

方が(実存)より(先き立)たれるにちがいないと付け加えおく。なぜなら彼

がいわば「存在論(実存)」を其先きに質すのとは異なり.彼女は. (人間の本

質)を(組み立て)る(必然性)に従わせ作り上げた(と筆者に思われる) 「認

識論」でもって. (真理の王国)にさえ(入)るべく.自らを(必然性)たる,

その(本質)に委ね. (本質)を(棉)に返す「存在(請)」にさせることを,

いわゆる(逆創造(d芭creation)) (6) (この世界の創造を脱すること)をめがけ

得たからである。く逆創造)を実現させるにあって(逆創造はこの世界での不

幸を受け入れ背負うことにはじまる).彼女は(この世界)での(不幸)を受

け入れ背負いながら, 「あの世界」の(真理を望んだり,たえず真理に達する

ための,注意力の努力をな)し得なければ.彼女のみか,誰にとっても(この

世界)から「あの世界(真理の王国)」へとの繋り(関係)が見失われ, 「あの

世界」には(入)れなくなるであろう。

次に,すぐさま上記した. r霊的自叙伝」中の(望)むや(注意力).あるい

は(願望)なる諸能力を明らかにしておかねばなるまいが.ここではそのこと

よりか先きに.ヴェ-ユが諸能力をいずこで発揮させると語っていたかを確認

しておく必要がある。 「いずこ」はもとより(魂)をさすからして.筆者は「(魂)

とは何か」を問えるわけである。だが上記作品中には(魂)の語が見出し得ぬ

からして, r秘蹟の理論」の引用文を参照せずにおれなくなる。そこに(魂の

願望)という語句が記される。 (願望(d色sir))は　r霊的自叙伝j　の　く願望)

であるし,(望)む(desirer)ともかかわっていなければならぬ。この「能動(望

む)」と「受動(願望)」の各能力を可能にするのが(魂)なのであった。しか

も「(魂)とは何か」を探るには. r秘蹟の理論」での(鶴)の語に対する冠詞

の使用に留意することが必要になる。それは筆者の. (魂)に関する主張がこ

の冠詞の使用から浮かび上がるからだ。その引用文において, (lui)と(elle)
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も「定」冠詞付き(魂)の代名詞ゆえに.(1.云me)は5回.「不定」冠詞付き(魂

(une云me))は1回用いられる。掲載分の引用文の中味(後段以降に譲る)に

添っていうと,筆者は「走」冠詞付きの(魂)をすでに触れた. 「(脂)全体を

さす(魂)」 (7)に, 「不定」冠詞付きの(魂)をすでに触れた. 「視床脳」をさ

す(魂) (8)にみることができた。だからなぜ二つの(魂)がみられるかも後段

以降に謝って分析するにしろ. (魂)に二用法があることだけは間違いなかろ

うといわねばならないのである。

そして,両引用文に見出されよう(魂)の諸能力のうち.なかでも(望)む

(能動)と(願望) (受動)とは何であるかを,それはたとえば.これらが(魂)

にいかなる前兆もなく.突然生じてきたのか否かを.さらに(この世界)のだ

けでなしに. 「あの他界」の能力になり得るか否かを,しからば(この世界)

と「あの世界」を繋ぐ(関係させる)能力たり得るのか否かをヴェーユに聞い

て確かめることを要求する(なおここに(注意力)を書き添えずにいたは.(注

意力)がr霊的自叙伝」の引用文にしか散見しないのみか,筆者をして(願望)

とほぼ等しい能力のように受け取らせるためである)0 (望)むとく願望)が(こ

の世界)と「あの世界」で各生じ.しかも両世界にかかわるかと筆者にいわせ

るのは.彼女が(願望がそれ自身によって.あらゆる形相状の.霊的な善の領

域で効力を有する)が,この(願望)はしかし, (他の領域では効力のないこ

とも確信できる)と,かつ(恩寵と願望との関係がみられる) (願望)である

と語る. r霊的自叙伝」の引用文に従えば,当然のことなのである。

上記したことは以下の説明で確認(証明)される。一に.「(脂)全体をさす」.

「定」冠詞付きの(魂)とはヴェ-ユにとって.大方筆者の語った「認識論」

での,(理性(知性))の機能を司る(精神(大脳皮質))と.かの(望)むと　く願

望)にかかわるとみられる(魂(視床脳))の各部位でもって構成されると,

そのうえこの「(脂)全体をさす(魂)」は.不断は彼女のいう, (他の領域)

での自然(しぜん)的な(魂)として.ときには(豊的な音の領域)すなわち

(真理の王国)に(入)って得られる,自然(しぜん)を超えた超自然的な(魂)

として.いってよけれぱく脳(身体))に関与せずに.あたかもその外にあろ

う(魂)として配置させられるといえる。自然的な(魂)の超自然的な(魂)

-の移行は察するに.(恩寵)を可能にする(逆創造)を完成させることであり,
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彼女にいう(身体)と自然的な(魂)との(心身合一)をも超えた.古代中国

以来の思想に共通に語られる「天人合一」を実現さすことになろう。むろんこ

こでいう「天人合一」とは,彼女(人間)の自然的な(魂)がく真理の王国「天」)

に(入)るならば.超自然的な(魂)として「天」すなわち(柿)と(合一)

するであろうという意味でしかない。するとこのとき.「(脂)全体をさす(魂)」

にあって質されるは.自然的な(魂)がいかにして超自然的な(魂)になり得

たか,要は「(脂)全体をさす(魂)」のなかでの.(魂(視床脳))の(精神(大

脳皮質))への関係はどうであるかであった。すでに触れおいたことでいうと(9).

(精神)の　く思惟する(能動))とその(思惟(受動))が何ゆえ(逃亡)した

のかであった。この原因こそ,筆者にすれば.後段でも明らかにしよう.例の

(身体)のく感受性)をもとに(魂(視床脳))で.デカルトをして(同一のこ

とがらである)といわしめる(望)む(能動)から(願望(受動))を生じさ

せる.この感情能力にあったと断じさせ得るのだ。なお筆者が前段にて(この

世界)や「あの世界」と表現したことは. r豊的自叙伝いこよってはそれぞれ, (他

の錦城)や(霊的な善の領域)に該当する以外にないのである。

また一に.筆者は(鶴(視床脳))の働きをいかに捉えていたかを振り返る

必要がある。肝心なのは,それが「(脂)全体をさす(魂)」のなかで唯一(身

体)の諸能力と関係する部位であり.かの(望)むと. (願望)も上記した通り.

その部位で(身体)のいかなる能力ともかかわらず突如生じくるのではないと

いうことであった(ただし以前に.こうした(感情)が(魂(視床脳))だけ

で産出されるもあると想定したが.筆者に後述して結語させるに.(感情)はく身

体)の諸能力との.わずかな関連もなしに生み出されはしないことにある)0

今記したく身体)の諸能力とはヴェ-ユにあって. (身体)の(感じる(ressentir))

(能動)能力とその(受動)能力であったし. (受動)能力には(感覚(sensation))

や(感受性(sensibilite))があると語られていた。 (身体)の(感覚)や(感

受性)はだから.いずれも「不定」冠詞付きの(魂(視床脳))に伝えられる。

この部位への伝達より先きに, (思惟(する))機能をみせる(精神(大脳皮質))

に伝わるのではなかった。しかも(魂,une云me))に伝達される. (身体)の

諸能力のうち,彼女が重視する能力は(質的)なく感覚)でなしに. (量的)

な　く感受性)であった。それゆえ例の(望)むと　く願望)はもはや(身体)の
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(感覚)に基いて成る,(願望(受動))という(感情)ではなくなる。もとより.

生得(自然)的能力である,(身体)の(感覚)が筆者にいう「知る作用(認識)」

の横序に従うと同様に. (身体)の(感受性)ち(魂(視床脳))に受容される

は確かであり.この能力に対する(望)むはこの部位の(感じる) (能動)能

力の働きかけで. (願望)はその(受動)能力としてもたらされることになる。

しかしてこの(願望)を(感情(sentiment))と指摘するは. (身体)の(感

受性)が(魂(視床脳))にかかわって.そこで新たに生み出された能力にな

るからである。したがって彼女の場合. (魂(視床脳))以外の(身体)で産出

される能力として,たとえば(身体)と関連するとされる(情動(emotion))

のことならまだしも. (感情)を当てるは不可能であり. (感情)は(魂(視床

脂))で生じる能力になるといえるほか.この部位が(身体)の(感受性)を

はじめとする.何らかの対象を受け取らずに.突然(感じる(sentir))すな

わち(盟)むを働かせてはく願望)をもたらすなどはない。むろん. (身体)

のく感覚)さえ(魂(視床脳))に受容されるにしろ,この(感覚)による(感

情)は〈安)に関した能力にしかなり得ぬし. (身体)の(感覚)守(感受性)

に発する各(感情)は(魂(視床脳))の(能動)能力(ressentir)を同時に

働きかけさすことはないと断じおく。

さらに一に.何ゆえ(身体)の(感受性)なのかである。筆者はこの答えを

r秘蹟の理論」の冒頭文章で知ることができる。形容詞節中の語句を主語動詞

の願に.要は(行動.運動.挙動)は(生得的に魂にかかわる)に並び換える

ことで.主語たる語句は当然(身体)の各動きを示唆させようが.それでも各

動きをして.たとえば心膜や脳(身体)を機能せしめる.(生得的)かつ不断(日

常)の(運動)だけをさすのではなかった。ヴェ-ユに語らせる(行動.運動.

挙動)は(生得的)かつ不断の(運動)に.いわばさらなる負荷をかけずにい

ない動きであった。つまりヴェーユがく運動は丑である)と述べたは. (生得的)

かつ不断の(運動)すら(畳)とみなされるにしても.それだけではない(丑)

が加えられていたことを証す以外にない。例の女工体験をはじめとしたく運動)

は何より(身体)を動かさざるを得なくするのであれば.彼女の(身体)に(逮

動)そのものの中味となろう(能動)能力(感じる(ressentir))がたえず伴

われ.その(受動)能力(感受性)を生じさせるにちがいない。だから(感受
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性)は(運動)自体であり. (量)であるといわねばならなくなる。 (量)はそ

のうえ(生得的)かつ不断の(運動)下の彼女(人間)にとってさえ, (妨害)

を原因にしてもたらされるとみえるからして.「(感受性)はすでに(畳)や(妨

害)そのものを意味させる能力」榊と記したは間違いないし.当然(妨害)に

発する(量)は(身体)から(魂(視床脳))に,デカルト的にいえば(神経)

や(血液(血管))を通して伝えられる。それゆえ(生得的)かつ不断の(遊動)

に増加させずにいないとみる,彼女のいう(行動.運動.挙動)すなわち(身

体)の(感受性)が後述するように. (魂(視床脳))を含んでいう「(脂)全

体をさす」 (魂にかかわる)と語られる以上.ここに彼女にいう(身体と魂の

関係) (もっぱら身体から魂への求心的関係)での(心身合一)が成ると証明

し得るばかりか,この(行動,連動.挙動)なしに.要は(妨害)を起因にし

たく畳)たる. (身体)の(感受性)なしに.少なくも(魂(視床脳))にその

(感受性)だけでなく. (望)むと　く願望)や(注意力)が生み出されず,しか

も被女(人間)の「(脂)全体をさす(魂)」が「あの他界」である(霊的な音

の領域(真理の王国))に(入)れなくなるのだ。 (真理の王国)に(入)る前

の「(脂)全体をさす」 「定」冠詞付きの(魂)の(メカニズム)は,((自然の)

必然性のメカニズムは.自然のままの物質,植物.動物.諸民衆, (人間の)

魂なる.あらゆるレベルに対し,メカニズム自身と同じ作用を存続させている) uV

との彼女の指摘を待つまでもなく.すべての人間を服従させる(必然性)によ

るし.その引用文で読み取れるように.彼女(人間)の(鶴(1'云me))を含めた.

(この世界)である(他の頚城)に在るすべてが(必然性)にかかわることを

明かしくる。

すると一に.筆者はヴェ-ユを襲った.かの(頭痛)すら.彼女だけにみら

れると受け取ってみては.彼女個人の(必然性)になると,あるいは先きの引

用文から, (この他界)のく必然性)の一例に加えられると思えてならないが.

いずれにしても. (頭痛)が(必然性)に与すると指摘し得るかを確かめてお

かねばなるまい。彼女は前記した. r霊的自叙伝」の引用文に. (のちに頭痛が

わたしのわずかな能力を麻噂させ,すぐにこの麻蜂が決定的なものたり得ると

思われたとき(から), (数えて) 10年[札　わたしはその同じ確信(真理の王国

に入り込めるとし・た確信)によって-・注意力の努力をねぼり強く続けることが
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できた)と啓き残こす。 「年譜」をこれに当てはめると. (のちに頭痛が)とは

14歳のく絶望)の(のちに)つまり15歳に生じはじめるし,くすぐに(頭痛の))

麻埠が決定的なもの)になるとは「年譜」による「頭痛の最初の激しい発作」

をさすとみなせば.この(決定的な) (麻痔(発作))は15歳より　くすぐに)に

相当するかはともかく. 21歳の. 「ラグビー(への参加)からの帰途に」起き

たとされる。そこでその(発作)を含め. (わたしのわずかな能力を麻痔させ)

る(頭痛)には何が起因するかを質す必要がある。 「発作」に関した「ラグビー」

に例を引いて,彼女がその観戦でなしに.それに加わっていたとなると. (頭痛)

での(麻痔(発作))は当然.(身体)を(激し)く動かさざるを得ない(運動)

に因ったにちがいない。だからここから. (頭痛がわたしのわずかな能力を麻

痔させ)た現実も同じように捉えることができる。筆者にとって彼女の控え目

な表現にみえる(わずかな能力)はいかなる能力であるかといえば.おそらく

(思惟(する))能力を示すであろうし.(わずかな能力)の(麻痔)はこの(忠

惟(する)の逃亡)にかかわらせ得るとみるならば. (預痛(麻痔))すら(身

体)の(生得的)かつ不断の(連動)以外の.(量的)なく運動)すなわち(身

体)のく感受性)を原因とさせずには済まされないであろう。 (思惟(する))

能力が(麻痔(逃亡))したは(頭痛)の直接国になるとすると. (魂(l'ame)

の破壊)に繋らせかねないから, (頭痛)は「(脂)全体をさす(魂)」で生じ

ると捉えられ.そうさせる彼女の, (妨害)を起因にした. (身体)のく魂(l'ぇme))

への(畳)たる(運動(感受性))の影響なしには(頭痛)ももたらされない

ことになる。また(思惟(する)の逃亡)の直接因を(頭痛)にみずとも.(頭

捕)は誰にあってさえ. (身体)のく生得的)かつ不断の(運動)を越えたと

ころに生じる(妨害)以外の何ものでもないならば.(妨害)を作り出すはく身

体)から(魂(I-云me))まで亘り伝えられた. (畳的)なく感受性)を除いて

ないと断じ得よう。とまれ(97i痛)を生じさす一国を少なからず(感受性)に

みてかまわぬは.その(頭痛)要は(感受性)も(魂(1.云me))すなわち(脂)

を含めたく身体)の,(生得的)かつ不断の(畳的)なく運動)という(必然性)

に発するのだから,こと彼女は自ら.このく必然性)たる. (頭痛)をも惹起

させよう(感受性)に身を委ね従うことを. (天命がわたしの感受性に刻み込

んだ)叫とされる(天命)として受け取らざるを得なくなったわけである。彼

- 10-
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女が(身体)の(感受性)をして.彼女(人間)の(必然性)といわせしむる

ならば.こうした(必然性)も被女(人間)にのしかかる,いわゆるく不幸)

の-をかたちづくると指摘して間違いないはずである。何せ彼女の. 14歳や15

歳にはじまる(絶望)や(頭痛)さえ.捉えようによっては(不幸)といえな

いことはないばかりか.各(不幸)の因は(身体)の(感受性)にあったとみ

なし得るからである。すると彼女自身の(絶望)や(頭痛)という(不幸)で

はあるが,しかしこの14歳15歳の(不幸)の前兆なくば,筆者には(この健界

(他の領域))での.彼女自ら女工となって労働者の群れに飛び込んでは彼ら「他

者」の(不幸)を共有することができなかったであろうと読み取らせる。だか

ら,彼女にいう(不幸)は何も工場体験からはじまるわけではなくなるととも

に, (絶望)や(頭痛)なる(不幸)なくして.ポーヴオワ-ルがヴェ-ユと

の出会いを回顧し記したように. (大飢健が中国を襲った) (報を聞いて.彼女

は鳴咽した)などは不可能であったといわねばなるまい。彼女はまた. (わた

しは他界全体に達し糾い得る勇気を羨んでいた)と述べた。この引用文は長命

であった彼女がヴェーユの諸作品に目を通すなかで書かれたといえるならば.

筆者が理解するヴェ-ユの思想に近くなるし.納得できるように思われるO　な

ぜなら(世界全体)に対し(脚い(battre)得る勇気(uncceur))と記される

は.彼女がヴェ-ユの思想を見抜いたことを.そのうえ筆者の理解をも証して

くれるからである。ただ(世界全体)とはポーヴオワ-ルの思想がこの語に入

り込むと.間違いなく(この世界)をさすはかないからして.彼女がこれを押

し通したのでは,当時のヴェ-ユに少しでもみられよう「あの世界」が問えな

いだけに, (世界全体)をいかに理解したかが疑問となるところではあるが。

とまれポーヴオワ-ルの上記文章が筆者の理解となるは次の場合にかぎられよ

う。筆者は(闘う(battre))を(行動)と.しかも(勇気(uncceur))に支

えられた　く行動)と読むし. (行動)には「静の行動」や「動の行動」がある

と指摘しておいた。一方(勇気)と訳したくuncceur)には「心情」の語意も

あり.筆者は(勇気)と「心憎」を同義とみなす((闘う)が関係するゆえに,

訳を(勇気)としたにすぎない)。するとヴェ-ユが(絶望)や(頭痛)を押

して.後日「労働者の群れに飛び込んで.彼らの(不幸)を共有しよう」とす

る(行動)とその(勇気)は「心情」に基づいており.「心情」は(絶望)や(頭
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捕)と同じく. (感情)でかたちづくられる能力でなければならなかった。し

からば(感情)はヴェ-ユにあっていかにして成ったのか。 (感情)を成り立

たせる(行動)とその(勇気)は(身体)を動かしめている「動の行動」にあっ

た。少なくも(理性(意志))を駆使させ獲得された(観念(思惟))という「静

の行動」で産出されるのではなかった(「静の行動」は(感情)に伴われたり. (感

情)自体である(不幸)を感じ取らせたりすることはない)0 「動の行動」とい

えば.これは(わたしの感受性に刻み込)まれた(天命)としての(感受性)

であるはかなかった。 (身体)の(運動)そのものである(感受性)がこの(身

体)に発し(Cαur (心))要は彼女にいう(魂(視床脳))に伝えられ,「心(魂)」

の(能動)的(ressentir (感じる))の働きを受けては.「心(魂)」の「(心)情」

すなわち(感情)を.たとえば(絶望) (頭痛) (願望) (注意力)や(歓喜)

を生じさせもするのであった。 (感受性)による(感情)はまた(わたし)のく生

得的)かつ不断の(運動)という(必然性)に従った(闘う) (行動)にあっ

てこそ, (勇気(心情))にすらかかわりあえてもたらされるのだから.ヴェ-

ユの生き方にとっては.この(必然性)に合致させられた(行勅)に依拠せざ

るを得なくなる(後述の通り.かかる(行動(運動))がいかに(激しさ)を

増そうともだ)。そこで筆者は. (行動(動の行動))のほとんどが彼女の生き

方そのものになるし,彼女がこれを「静の行動」で諸作品にして書き留めては

わたしたち読者に知らしめども.この14歳ないしは15歳からの生き方は,自ら

の生きた哲学と「静の行動」による思想とが一貫性や整合性を有するとみられ

る際の.そのはじまりであるということができるのだ。こうなると. (理性)

を称揚して止まなかったポーヴオワ-ルにあって, (行動(動の行動)) (で生じ)

たる(感受性)や(感情)は見向きもされないとすれば,(uncCeur)の(勇気)

の訳語にはいかなる意味が込められるかと見定めるは不可能でしかなかろう。

そして一に.ヴェーユがまた. (地球上の不幸がわたしに取り付いている)叫

と述べた際に. (地球上の不幸)とは当然(この世界(他の領域))のく不幸)

と換言できるし,その(不幸)をして彼女自らに生じたく不幸(絶望や頭痛))

以外の.筆者の前記した語「何らかの対象」に含ませるはかないどころか, (こ

の世界)をも(必然性)として捉えねばならない「対象」になるにせよ((絶望)

の「対象」はただし. (この他界)の(不幸)にでなしに. (天才)たる(兄)
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にあった),彼女が(この世界)の(不幸)という「対象」に対してさえ,例

のr霊的自叙伝」やr秘蹟の理論jの各引用文に記す(望)むと.わけても(願

望)は通用させられるのか.これらの能力が役立つとみるならば.どう(この

世界)の(不幸)と結びつけられるかに答えおかなくてはなるまい。 (望)む

(d色sirer)と(願望(d色sir))は少なからず,彼女が(頭痛(不幸))に,さら

に(この世界)の(不幸)に各襲われたときに.たとえば「痛みが止まれ」や

「苦しみが去れ」と望み願う. (能動)と　く受動)の能力ではない。むろん当の

能力は「(脂)全体をさす」 (魂(1'云me))中の(魂(uneえme))とみなした「視

床脳」で生じたが.それでも当の能力がその部位で突然もたらされたというよ

りか. (身体)の能力(感受性)とかかわって生み出されていたことに留意す

べきであった。だから筆者が彼女に「静の行動」で仕上げ語られよう「認識論」

を筆者なりに組み立て完成させるにあって.一方で彼女が(この他界)の(不

辛)と無関係に. (真理を望んだり) (願望)したりできないとみたことを踏ま

えおくとともに,(望)むとく願望)がこれまで質してきたく身体)や(魂.une

えme))での春(感受性)のほかの能力たり得るとして.筆者のいう「認識論」

に組み入れるはもとより,他方で彼女が(真理)に,すなわち(絶対的な尊)

に(真直ぐに向けられた願望のみが魂(1'ぇme)にそれ以前にはなかったよう

な善をいくつか生じさせることができる)と断じた以上.(この健界(他の領域))

の. (1'云me)と記された(魂)のなかでの(感受性)を「あの世界(霊的な音

の領域)」の(感受性以上) (の能力)にさせ得ると同様に.(この世界)での(盟)

むと　く願望) (または(注意力)や(世界(自然)の美)に接してのく歓喜))

が「あの世界」に繋げられる能力になると指摘できては.その一一にいかなる

結語が与えられるかを.上記の作品の各引用文でいまだ触れていない語句など

を参照しつつ.以下にまとめておく必要がある。

(魂)を二つに捉えたは.ヴェ-ユが筆者にいわせる「(脂)全体をさす(魂)」

杏(1.えme)と.同じく「視床脳」をさす(魂)を(uneえme)と表現し使い

分けていたとみるからである。 (1'云me)は.(une云me)すなわち(身体)の(感

覚)や(感受性)をそれぞれ受容し.各(感情)をも産出させる機能を有した

「視刺削たる部位と.この各能力を受容しては. (理解)したり. (意志)し

たりなどする働きかけから(理解)や(意志)などを生み出し得る.要はデカ
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ルト的にいって(思惟する)とその(思惟)を可能にする　く精神(esprit)).

筆者にいう「大脳皮質」たる部位とを主に取り込んで構成されていた。彼女が

(uneえme)をも強調するは,そこが(身体)の能力,なかでも(感受性)と

関係する部位であったことにある。これは(真理の探求)で(思惟する原理)

の(精神(esprit))を前面に押し出したデカルトとは異なり,彼女にあっては,

この(精神)の部位ばかりか,彼以前から慣習的に用いられたとされる. (栄

養を取り.成長)する(原理)に,つまり(身体)にかかわる部位を含めたく1.Ame)

として成ることを示唆させる(もちろんデカルトが(1'云me)に基づいた.筆

者のいう「日常的用法」の「認識論」すら用意していたとみえるはこの(原理)

に対応させたことになるのだが)。彼女の場合. (この世界)や「あの世界」で

の(鶴)はいずれも(1'云me)が使用されども, (この健界)では自然的な(魂)

の. 「あの世界」では超自然的な(魂)の調でしかなくなろう。

「自然的な魂(11云me)」は,すでに記した, (もっと'も大きくて純粋な歓書す

らわたしの感受性に重なり得る)や(悲しみや歓喜は注意力の努力を払って生

じる)とされる,ヴェ-ユの引用文OQで知るように. (感受性) (悲しみや歓喜)

と(注意力)の諸能力を生み出すところとみることができる。だが筆者が(注

意力)を除いた諸能力の出所こそ(une云me)にあると指摘していたにもかか

わらず. (1'ぇme)と記すは,彼女が自らの(不幸(絶望や頭痛))のほか. (こ

の時代)と(過去のすべての健紀)という,上記に引用した文章に続く語句か

ら窺える(この世界)のく悲しみ(不幸))を(感じる(ressentir))ことで.(une

えme)なる一部位が「(脂)全体をさす」 「自然的な」 (1-云me)に取って代わら

れると同時に. (わたし(彼女))がこの(1'云me)を自らにかたちづくらねば.

(1■云me)は「超自然的な魂(l'云me)」に移行できなくなろうし.ましてや「あ

の世界(霊的な善の領域)」での(もっとも大きくて純粋な歓音)の獲得-と

繋らせることさえ不可能であろうからである。彼女がこうした(純粋な歓喜す

らわたしの感受性に重なり得る)と語ったことは,(歓喜)が(この世界)や「あ

の世界」にみられることを.しかも(わたしの感受性) (あるいは(注意力))

にかかわらずにいないことを明らかにする。むろん(悲しみ(不幸))の方は(こ

の世界)にあって. (感じる(ressentir))を働かせ生じる(感情(受動))舵

力である。 (歓喜)もまた(感情)能力になろうが,しかし「あの他界」では(こ
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の世界)にいう(感情)でないことだけは確かであろうといっておく。

それでもヴェ-ユの述べる(わたしの感受性)とは何かである。この(感受

悼)は(わたしの)と記されたがゆえに.「自然的な魂(11云me)」中の-部位(une

云me)で. (この世界)なる「対象」を(感じる(sentir)) (能動)能力が作用

し, (une云me)に生み出される(受動)能力であった。かつ(この世界)な

る「対象」が彼女にとって. (悲しみ(不幸)や歓喜)として受け取られるな

らば,(悲しみ(不幸)や歓喜)はその(感受性)にさらに(感じる(ressentir))

の(能動)能力を働かして.こうした(受動)能力(感情)と呼ばれるはかな

くなるにちがいなかろう。だから(uneえme)での(感受性)なしに,たとえ

ば(1'ぇme)に影響せずにいない, (この世界)の(歓喜)はむろんのこと. 「あ

の世界」の(純粋な歓喜)も見出せはしないことになる。

ところでヴェ-ユは. (悲しみ(不幸)や歓喜)には(注意力)が欠かせな

いとも記す。すなわち(悲しみや歓喜は注意力の努力を払って生じる)と。し

かし(注意力)が彼女に(魂の.自然的な部分と超自然的な部分との交差点に

ある)叫とみなされる一方で. (魂の方向づけであって,その状態ではない) oQ

と語られるならば.およそ(状態(様子))を示さざるを得ない(悲しみや歓喜)

を(生じ)させはしないであろうと読むことができる。要するに(注意力がお

そらく努力のなかではもっとも高級な努力である)叫ま筆者のみるところ, (悲

しみや歓喜)を「あの他界」へと(方向づけ)ども, (悲しみや歓喜)自体の

発生にかかわらないことにある。だから(悲しみや歓喜)に(方向づけ)なる

(注意力(努力))を課すことでの(生じる(venir))とは(悲しみや歓喜)が

(注意力(努力))の「対象」として「現われる」謂でしかなくなる。そして筆

者は以上から整理するに,あの(身体)のく感受性)が(une云me)に受容され.

そこで(身体)のく感受性)のままに.あるいは(une云me)の(感受性)の

ままに,したがって(悲しみや歓書)の各(感情)にならずに. 「(脂)全体を

さす」 「自然的な魂(llぇme)」に影響を及ぼしては.この(11云me)の-部位た

る(精神(esprit))の(思惟)を(逃亡)や(空無(真空))にさせようほか,(une

云me)のく感受性)からときに生み出される(感情(悲しみや歓喜))を取り

込んで「超自然的な魂(1'Åme)」へと(方向づけ)た(注意力)が例の(知的

注意力)を示すかぎり. (精神(esprit))の-部位をも含んでいう. 「自然的な」
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(魂()'云me)自身の中身すべてを空無(真空)にする)畑と語られたことをもっ

て, 「あの世界」への参入条件であるといわねばならなくなる(実は次の段落

以降に掲げる(願望)もそうなのである)0

加えてヴェ-ユが(注意力の努力がみられるとき.願望が真にある)はとい

う(願望)とは何かである。 (注意力)や(願望)はこの引用文では(この世界)

での「自然的な魂(I.云me)」としての各能力をさすといえるし.また(注意力

は願望に結びつく) cOを参考にしては. (注意力)と(願望)はほぼ等しくな

る能力と理解されども.さらに彼女に. (注意力のもっとも高い部分だけが神

と接触する) FVや(神に方向づけられた願望が魂(l■ぇme)を上昇させ得る.唯

一の能力である)田と語らせることでは. (注意力)と(願望)はそれぞれ「あ

の世界」の. (神と接触する) (注意力)であり, (神に方向づけられた願望)

なのであって.すでに(この健界)での「自然的な魂(1'ぇme)」の各能力でな

くなるのだ。それでもここから. (注意力)と(願望)が(この世界)や「あ

の牡界」で各もたらされるとみることは明らかになるし,そのうえ「あの世界」

での(注意力)と(願望)はくこの世界)のおのおのと無関係に, 「あの世界」

で突如生み出されるのではなく.(この世界)の　く注意力)と(願望)に各繋っ

てあることが確かめられねばなるまい。彼女は(神と接触する) 「超自然的な

魂(1'云me)」の(杜恵力)を.たんに(注意力)と書き続けてきた感のある,(こ

の惟界)での(知的注意力(attention intellectuelle)) C3でなしに, (創造的注

意力(attention creatrice))朗や(直観的注意力(attention intuitive))均と呼

ぶと同時に. 「あの健界」で生じる(願望)も(人間が真理をさらに理解する

ようになりたいという願望だけをもって注意力の努力を果たす)叫とみていた

からして,かの14歳時を振り返ってさえ. (恩寵と願望との間に関係がみられ

ると考え)たと,さらに(願望がそれ自身によって.あらゆる形相状の,霊的

な善の領域で効力を有することを確信していた)と記し得たのである。

それでは(願望)は(この他界(他の領域))でく真理をさらに理解するよ

うになりたいという)一種の(方向づけ)を示唆させる点で(注意力(知的注

意力))と同じに捉えられるといえるにせよ. (願望)と(注意力)はいずれも

(感情)の-能力とみてよいのかである。く願望)はむろん(感情)能力であろ

うが,(注意力)は(知的)と表現されるかぎり,(思惟)を発揮する(理性(知
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性))を,要は(精神(esprit))を出所にしており. (uneえme)の能力ではな

いのだから. (感情)能力と断じてはならないし.ヴェ-ユに(願望があるた

めには.楽しみや歓喜がなければならぬ)印とも述べられるかぎり.この(楽

しみや歓喜)に(願望)以外での(注意力)をあえて(感情)能力として宛が

う必要はないと.つまり(楽しみや歓書)に関する(願望)は(注意力)と無

関係に, (願望)自身で(霊的な善の領域)に参入したうえでの(神(真理)

に方向づけ)ることができると読み取れるからである。こうして「自然的な魂」

の(感受性) (あるいはそこに(身体)で生じたままの(感受性))が.また(楽

しみや歓喜)などの(感情)能力に付随し生まれるとみる(願望)が.そして

かかる(感情)能力を取り込むといえる(注意力)がそれぞれ.「超自然的な魂」

に移行される「あの世界(霊的な音の領域)」で(感受性以上)に. (純粋な願

盟)に, (創造的注意力)や(直観的注意力)になるわけである。

しかるに筆者にとって.(感受性)のことはともかくも.今質している(願望)

や(注意力)が「あの世界」に参入する各能力であることを既出引用文にて再

度確認し.そこから浮上すると思える問題に答えなければならなくなる。 (た

だ真理を望んだり,たえず真理に達するための.注意力の努力をなしたりする

ならば.いかなる人間でも-真理の王国に入り込める)がその引用文である。

ヴェーユはく望)む((能動)能力とその(受動)能力く願望))や(注意力)

のそれぞれで(真理の王国に入り込める)と記したから.(望)む(と　く願望))

や(注意力)はその(有効)な. 「自然的な魂」の各能力であるし.この各能

力なくぱく真理の王国(霊的な音の頚城))にかかわれないがゆえに, 「あの世

界」での「超自然的な魂」をさえかたちづくれないことを証しくる。しかしな

がら筆者には同時に.これも既出語句で(感情)能力のはかない(悲しみや歓

書)に.とりわけ(悲しみ)に対して.彼女は(願望)をではなく. (注意力)

を注がねばならぬと主張するようにみえてくる。すなわち彼女は(悲しみ)杏

(願望)せよと一言も語ってはいないと.そればかりか.(悲しみ(不幸))と(歓

喜(幸福))のいずれをも取り込める能力として.必ず(注意力)を用いてい

るということである。たとえば彼女に. (不幸な人に注意する能力は非常にま

れで.困難なものになる)凹といわせるがごとくである。

だから(注意力)と　く願望)にあって.ヴェ-ユはなかでも(願望)をいか
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にみようとしていたかがここに問われる。要はこれが筆者に「浮上すると思え

る問題」になる。 「自然的な魂」の(注意力)と(願望)はそれぞれ.前者が(悲

しみ(不幸)や歓喜)なる各(感情)能力を取り込んだり. (真理に達)せん

としたりすることで.後者が(楽しみや歓喜)なる各(感情)能力に付随した

り.(真理を望んだり)することで生じる能力であった。そこには(悲しみ(不

辛))を(願望)するとした表記はない。だからマゾ的にみられることもない。

だが彼女が自らの(絶望)や(頭痛)を.さらに(この世界)からの, (不幸

な人)の(悲しみ(不幸))を(願望)するといったとするならば((頭痛)に

対してはとくに(注意力)が注がれるという).その(願望)は何を示唆させ

るかを問う必要があろうというわけだ。彼女が自らの(感受性)に従わせる「動

の行動」と(理性(知性))に委ねられる「静の行動」で. (絶望)や(頭痛)

たる各(感情)と(この世界)からのく不幸(感情))に現に直面し,(感受性)

や各(感情)が(自然(世界)の必然性)によると理解できたにせよ,そこに

とどまるだけでは. (注意力)の.少なくも(願望)の各語を何度も書き残す

必要はなかったはずである。だが実際(願望)の語を持ち出すは, (願望)と

は(不幸)や(必然性)の.かの(歓喜)の因が,あるいはかかる(真理)が

どこからくるかを聞き出したいとする,彼女の願いや望み以外をさすのでない

し,このためには(不幸)や(必然性)などの受け入れを可能にする「動の行

動」が彼女(人間)の生に課せられねばならなくなる。つまり(願望)が(絶

望)や(不幸)を受け入れてはじめて生じるは,その各(感情)の因を(真理)

として求め尋ねさせることなのである。別言すると(絶望)や(不幸)などの

受け入れを通して, (純粋な歓喜)への到達を促すのが(願望)であるという

ことになる。だから(この世界)に(絶望)などしたといえども.その受容を

拒んだ,例の実存主義者たちと相違させて.彼女を捉えておかねばならぬのだ。

キリスト教的実存主義者車エルケゴールやマルセルはともかくも.彼女にあっ

て「どこから」はむろん. (純粋な歓書)の出所たる(真理の王国(霊的な善

の領域))を示すとともに, (真理)を聞き出したい. (魂(I.云me)でつくられ

た願望)脚下の彼女がこの(真理の王国)に住まう(棉)に現実に出会っては(こ

の世界)のく必然性)を身をもって確認し得たばかりか.彼女独自の哲学をさ

え確固たるものになし得たといえるのである。しかして「自然的能力」である

- 18-



ヴェーユ身体論〔補I〕

(願望)の(つくられ)方に関して繰返しおくと.それは何より(魂(une

えme))に受容された　く魂)の(感受性)に(uneえme)の(能動)能力(感

じる(ressentir))が働きかけ,その(受動)能力(絶望や不幸)なる(感情)

能力を生み出す一方で.それに取って代えられて働きかけるのが(能動)能力

(望)むであり.そこから生じるのが(受動)能力(願望(感情))であるとさ

れるのであって. (願望)はさらに「(脂)全体をさす」 「自然的な魂(1'云me)」

に広げられ,「超自然的な魂(1'ぇme)」をも彼女にもたらす,その当の(force (舵

力))になるということである(したがってすぐにでも「自然的な魂」内での(une

云me)の(1■ぇme) -の,またこの(1■云me)の「超自然的な魂(1'云me)」 -の

移行はいかにして可能になったかに答えおくべきだが.これは以下の諸問題を

片付けたあとでみることにする)0

r霊的自叙伝」やr秘蹟の理論jから取り出した各引用文中の(注意力)や(望)

むと　く願望)の使用に触れおくと.両引用文に見出せるのが(願望)の語であ

り. r秘蹟の理論」のそれには(注意力)や(望)むの各語のないことが,こ

の点で「なかでも」と前記し留意を促した通り,二引用文にあっては(願望)の,

要は(理性(知性))にかかわる(注意力(知的注意力))よりも(感情)の語

を多用することが分かる。しかれどもヴェ-ユはく願望)であれ. (注意力)

であれ,このいずれもがく真理の王国(霊的な音の領域))へのいわば橋わた

しの能力であり, (注意力は願望に結びつく) (要は筆者には(注意力)が(磨

望)を「取り込む」とみえた)ともいうのだから, r秘蹟の理論」の引用文中

の「自然的能力」と捉えられる(願望)の語の箇所を(注意力)の語に置換さ

せるも許されるやも知れぬと読むことができる。

(注意力)が「自然的な魂(1'云me)」中の-部位たる(精神(esprit))を出

所とする点で,他の部位(une云me)に生み出される(願望)と異なれど.一

方で(注意力)は(願望)を「取り込む」とみた以上は,両能力を等しいとい

わずにおれないが,しかしヴェ-ユはまた(真理の王国(霊的な音の領域))

にかかわらない(願望)があると指摘する。だからこの場合, (注意力は願望

に結びつく)ことが不可能になろう。かかる(願望)のことを. r霊的自叙伝j

に(この世界)をさす(他の領域では効力のない)それとして, r秘蹟の理論J

に(そうならない願望). (こうした願望は魂(1'ぇme)に働きかけない)や(不
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完全な音への願望)として表現させた。要するに, (霊的な尊の領域(あの世界))

の(願望)になり得ない,(他の領域(この他界))での(願望)は.(この世界)

に終始するそれだから,(この世界)ではむろんのこと.「あの世界」ですら(効

力のない)ことを. (顧望)が(運動(身体の感受性))によって(身体を経由

させられ)て生じるのに.(そうならない願望)は.別音すると(運動)たる(必

然性)に従われないで成る(願望)は.ポーヴオワ-ルがr娘時代」に記した

く幻影(mirage))や(夢想(illusion))のように. (幻想(fantome)のごとく

存する)にちがいないことを. (こうした願望は魂(1'云me)に働きかけない)

とは, (魂(1■云me))がそのなかの(精神(esprit))部位をさすにあっても,

そこの(注意力(知的注意力))が(願望)を「取り込」まないことを,そし

て(絶望) (不幸)と(歓喜)などを受容させずにもたらされる(願望)は,

これらのく感情)に「取って代えられ」ないし「付随し」ないがために, (不

完全な尊-の願望」にしかならないことをそれぞれにて意味させると捉えられ

る。

また上記したく絶望) (不幸)と(歓喜)さらに(願望)という各(感情)は,

「自然的な魂(1'云me)」の-部位(uneえme)が(身体)の(感覚)や(感受性)

を各受け入れないで生み出される.当の能力たり得るとみてよいのか.あるい

はヴェ-ユが自らの(絶望)や(頭痛)以外に, (この他界)での「他者(労

働者)」の(不幸)以外に,何をもって(望んだり),(願望)できたりするといっ

たのかも問題になる。いずれにも否と答えるほかあるまい。なぜなら彼女はも

とより(une云me)に受容される(身体)の(感覚)から(感情)が生じるこ

とをどうでもよいとして捨ておく(何ゆえかは後段に譲る)が,しかし(身体)

の(感受性)なしに(uneえme)が(能動)能力たる(感じる(ressentir))

をして(この世界)の(不幸)などの(感情)を.さらにこの(感情)に「取っ

て代えられる」,例の(願望(感情))を生じさせはしないし,およそ「何を」

なる,いわば目的(対象)を欠いて独自に(願望)をもたらすこともないとみ

るからである。要は自らのことや(この世界)に対する「何を」という「対象

(諸感情)」が欠如されては. (盟)むと　く願望)は無用の能力になりかねない

のだ。だが「対象(諸感情)」に基づいて成る(望)むとく願望)といえども,(身

体)の(感覚)や(感受性)が「感覚諸器官」を通して「自然的な魂(1'ぇme)」
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のくune云me)に必ず伝えられるのであり. (une云me)にとって(願望)を

生み出すためにも, (願望)より先きに受容させていなければならぬ,とりわ

け(身体)の(感受性) (これも(une云me)の「対象」となる)なかりせば,

請(感情)ち.ましてや(望)むと　く願望)も生じてこないことにある。だか

らか彼女はこの(身体) (のく感受性))と(魂(une云me))の「求心」的関

係をもって. (心身合一)の根拠とするだけではなく, (身体)と(魂,une

えme))それぞれの,また(une云me)での(不幸) (歓書)や(願望)なる各(感

情)の,そして「(脂)全体をさす魂(11ぇme)」のなかでの(注意力(知的注

意力))の,(生得的)かつ不断の(運動)を含めていう(運動)すら.彼女(人

間)にあって(必然性)でしかないとみなし得たのだ。筆者はこれを捉え.彼

女独自の哲学を. (身体)の(感受性)を中心にした身体論哲学ということが

できる。

さてここで繰返し碓認すべきは, (魂(une云me))で生じよう,ヴェ-ユに

いう.肝要な諸(感情)は.誰もがく身体)の(感覚)に依拠し生まれるとい

えても.これによるとするだけでなしに. (身体)の(感受性)にかかわって

もたらされることにあったOQ。 (魂(une云me))が(身体)の(感覚)を受容し,

これに(une云me)のくsentir (感覚に対しては感覚すると訳す))が働きかけ

ると.(une云me)の(感覚)として産出されようが.その(感覚)は彼女にあっ

て(sensation)であり.しかも「赤」は「赤」という(質)をあらわすとさ

れるのだから, (身体構造に妨害される) ovことのない能力となる。それはまた.

「感覚諸器官」や(魂(uneえme)の(生得的)かつ不断の(運動)で.この(必

然性)に従われるといえるにせよ, (身体)から(魂(1'云me))全体に亘る(感

受性)のような(運動)にはならずに. (魂(une云me))しか動かしはしない

のが(感覚)の(運動)であるといわざるを得なくなる。しかれども(une

えme)の(畳)たる(感受性)の機序について後段で触れおくのと同様に.例

の「赤」なる, (身体(視覚))で受け取る(感覚) (質)がいつもより広がり

や度合いをもって(une云me)に受容されては.この(感覚)は(質)の(畳)

を.また(身体)の(感覚)をしていかに(une云me)に成立せしめたかはす

でに上記した通りで.ここに繰返しはしないが.さらにその(une云me)の(感

覚)に(再び感覚する(ressentir))を加えさせる働きかけがあるとみる場合. (感
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覚)がそこで(感情)をもたらしては, (感覚)による(感情)をあらわさず

にいないのであり.しかもこれらがときに(感覚(質))のままとして.とき

に(感覚(質の畳))や(感情)として. 「(脂)全体をさす魂(11ぇme)」中の,

彼女にいう(精神(esprit))部位に伝えられることでは. (感覚)がこれも筆

者にいう.デカルトの, (精神(esprit))ではなく. (11云me)を中核にした「日

常的用法」のように. (思惟(する))の「対象」ともなることが可能であると

いえてくる。

こうした(感覚)に比べて,(感受性)は(身体)でも(魂(uneえme))でも,

(生得的)かつ不断の(運動)に従われつつ. (運動というものは量的である)佃

とした.その(盤)をあらわすのであり. (身体構造に妨害され)て生じる能

力であった.だから(感受性)は(身体)から(uneえme)に伝わる「求心」

的関係において, (運動(畳))であり. (妨害)であるといえたわけである。

そこで(感覚)でも触れたごとくに. (感受性)たる(畳)が(身体)にさら

なる　く量)を加えた「蓋の量」になるとみるならば,これを受容する(une

云me)にあって. (感受性)はときに. 「畳の量」のままに.要は(une云me)

の(感じる(sentir))の働きかけを受けず, (身体)の(感受性(量の量))

のままに, 「(脂)全体をさす(魂(1.云me))」に伝達され,この-部位(精神(esprit))

での(思惟)を(逃亡) (空無(真空))にさせるであろう。また(感受性(量

の畳))がときに. (une云me)の(感受性(畳)や(畳の丑))になるだけか,

このそれぞれに(uneえme)のく能動)能力(再び感じる(ressentir))が働

きかけ.このおかげでその(受動)北力は(絶望) (頭痛) (悲しみ(不幸)) (歓

喜)そして(願望)という諸(感情)として生み出されるであろう。 (感受性)

による諸(感情)は. (感覚)による(感情)と同じ「認識(知る作用)」の機

序(しくみ)に従うが,それでも(量的)なおかつ(妨害)によって生じる点

で相違すると繰返しおく。 「立の畳」である. (身体)の(感受性), (une

えme)の(感受性)やその諸(感情)もまた,筆者にすれば.ヴェ-ユをはじ

めとする人間の(生得的)かつ不断の(運動)たる(必然性)以上の(必然性)

にみえてこようし,この(必然性)はそれゆえ.彼女にいう(世界(自然)の

美)であるはむろんのこと.彼女(人間)がこれに接して(歓喜(感情))し

得る以外,上記での(絶望)以下を含む.何らかの(不幸(感情))をあらわ
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すに等しいといわざるを得なくなろう。別言するとあらゆる人間は(生得的)

かつ不断の(運動)すなわち(畳)なる(感受性)に基づく(必然性)を有す

るほか.あるいはそのもとにて,さらに(この世界(他の領域))なる(必然性)

すなわち(世界(自然)の美)だけでなく. (この世界)の(不幸)とたえず

対時させられていなければならなくなるということである。

それでも(身体)の(感受性)が(身体)の(運動)すなわち(畳)である

は認められども.何ゆえ「量の畳」と表記されるのか。それは筆者にとって.

自ら動く(運動(量))だけでなく. (この世界)が(必然性)であることを.

つまりヴェ-ユにとっても.自らの(生得的)かつ不断の(運動(畳))を含

めた.(この世界)のく必然性)を背負うことを表現する以外にないからである。

たとえば天変地異に見舞われたとき.人は不安や恐怖を覚えれば,不析の(運

動(丑))にない(運動(量))を知らずに課しているはずであり,いつもにも

増して.(身体)の(感受性)を(身体)のみにとどまらせず.「不安や恐怖」 (請

(感情))を生み出す(鶴(une云me))に伝えさせるし.当人はむろんのこと.「天

変地異」を間きつけた人には,それを(この他界)のく必然性)と納得しなく

とも(事実はそうなのだが).少なからず感じ取っては. (uneえme)に(悲し

み(不幸))という(感情)があらわれることになる。 (世界(自然)の美)に

接し. (歓喜(感情))がもたらされる. 「認識」の機序も同様であろう。しか

し(この世界)を(必然性)と捉えないでは.彼女のいう(願望(感憎))さ

え生み出されないであろう。 (uneえme)に生じる(悲しみ(不幸)) (歓喜) (願

望)の諸(感情)は. (une云me)の(感受性)に起因するのであり, (une

云me)に受容されても. (身体)の(感受性)のままにある.この能力に原因

することはないo　なぜなら諸(感情)の出所は(une Ame)にしか見当たらな

いからである。そのうえ(une云me)の(感受性)となったそれが諸(感情)

を生じさせない場合は「量の量」たる(運動)として.またそれが諸(感情)

を生み出す場合は「丑の量」を含んだ諸(感情)のく運動)として. 「(脂)全

体をさす(魂(1'云me))」にまで伝わらせずにおれなくする(ただし(une

云me)は本来諸(感情)を産出すべき機能を有するとみえるからして,その(感

受性)で終始あり続ける場合はほとんどなかろうし,彼女もこの場合を間うこ

とはないように見受けられる)0
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そこで問題は.請(感情)がなぜ「(脂)全体をさす(魂(l'ame))」に伝わ

るのか,換言すると(魂(une云me))の諸(感情)が(l'云me)に伝えられる

はどうしてか。ヴェ-ユは例の　r秘蹟の理論」に(願望の激しさと時間)と書

き加えていたが,筆者にとってこの語句こそまさに上記の問題に対する答えに

なるといえる。 (願望)は(une云me)の諸(感情)の-であった。だからこ

の語句は彼女が(願望)の語に代表させていいつつも. (願望)ばかりでない.

請(感情)の(激しさと時間)であるとみておかねばなるまい。しかも諸(感

情)のく激しさと時間)は実は諸(感情)をもたらした. (une Ame)の(感

受性)なる「畳の丑」に重ねられて等しくなった.別の表現なのである。換言

するとこれは(悲しみ(不幸)) (歓喜) (願望)に繋げられる「量の畳」が各

成立させられた諸(感情)に(激しさと時間)として引き継がれたか.いい換

えられたかする表現にすぎないということである。

諸(感情)と記したうちの(願望)は前述のように.ヴェ-ユ自身に生じた

く絶望) (頭痛(苦しみ))や(この催界)からくる(悲しみ(不幸)) (歓喜)

と相違させて捉えられた。つまり(願望)は諸(感情)の-であれ.上記した

各(感情)に立って成る能力であった。 (絶望)と(頭痛(苦しみ))が各(激

しさと時間)を要していたのであれば,彼女の(魂.une云me))のなかで. (絶

望)をして(真理を望)ませ得るはもとより,その(願望) ((絶望)のく激し

さと時間)に「付随する」能力)をもって.(une云me)をば「(脂)全体をさす」

「自然的な(魂(1-ぇme))」に広げさせ,あまつさえこの「自然的な(魂(1'ぇme))」

を「超自然的な(鶴(1-云me))」にして「あの世界(霊的な善の領域)」に参入

せしめ得るであろう。 「超自然的な(魂(1'云me))」にあって.彼女がr霊的自

叙伝j　中に. (願望がそれ自身によって,あらゆる形相状の.霊的な音の領域

で効力を有する)と. r秘蹟の理論」中に. (絶対的な善に真直ぐに向けられた

願望のみが.魂にそれ以前にはなかったような尊をいくつか生じさせることが

できる)と書く通りなのである。一方(頭痛(苦しみ))は(ラグビー)を試

みた後. 10年以上も続いていたし,このIiij女工やスペイン戦争への参加などで

くこの世界)の(悲しみ(不幸))を体験したがために.彼女がいかほどの(不

辛)と(頭痛)の重ねあわされた(激しさと時間)に襲われたか知るべくもな

いと同時に.こうした(激しさと時間)が彼女に記すごとく, 「自然的な(魂
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(1'云me))」の(注意力(知的注意力))を呼び起こさないとも.かつこの(注

意力)によって「あの堆界」の「超自然的な(魂(l'云me))」へと「自然的な(鶴

(1.云me))」を移行させないともかぎらないといわねばなるまい。別首すると彼

女は,自らの「自然的な(魂(1■云me))」中の-部位(une ame)に生じさせ.

そこでなおも(激しさと時間)を要して.他の-部位(精神(esprit))に広

がらせる諸(感情)わけても(願望)により.また他の-部位に(願望)を「取

り込む」 (注意力(知的注意力))により.それぞれ(絶望)や(頭痛)に,そ

して(この世界)の(不幸(感情))に取って代えられることでは. (願望)や

(注意力(知的注意力))ち(この世界(自然))の(必然性) (のくメカニズム))

に従った各能力になるほかないし.このことはとどのつまり.彼女が自らの(級

望)や(頭痛)と(この世界)の(不幸)から各能力((願望)と(注意力))

を生み出されずにいないほどに. (この世界(自然))のあらゆる(必然性)を

背負い耐え忍ばなくてはならぬことを合意させる。これなくば.彼女の生き方

すなわち哲学にならないのだ。 「自然的な(魂(1.Åme))」での(激しさ)は「畳

の量」のいい換えとして, (時間)はくラグビー)後の10年間の.あるいは14

歳以降死に至るまでの長さとして捉えてよい。彼女はその都度.(不幸)や(顔

痛)に対する(願望)や(注意力の努力)を可能にさせるところの, (une

云me)のく再び感じる(ressentir))を繰り返してでも注ぎ込まないではいら

れなかったとみえるだけに. (願望)や(注意力の努力)の各(激しさと時間)

はいかばかりであったのか.およそ無限に思えるほどの頻度に達していたにち

がいない(だが「あの性界」での「超自然的な(魂(1'云me)」にとって. (激

しさ)は見当たらないどころか,非時間であり.なおかつ非空間.非物質であ

るはいうまでもない)0

したがって,ヴェ-ユが諸(感情)を代表させて問うた感のある(願望)に

よる,その(激しさと時間)をして.「(脂)全体をさす」「自然的なく魂(l'云me))」

から「超自然的な(魂(1'ぇme))」にかかわらせ得ては. (魂(1.えme))内のこ

の移行を(願望の激しさと時間)という(運動)にみても(次号でより言及す

る(注意力)ち(願望)と同様な(運動)である). (運動)は彼女の「自然的

な(魂(11云me))」に何を強いたかについてまとめおく必要がある。これに当

たり確認すべきは.「自然的な(魂(指me))」に広まる諸(感情)とりわけ(願
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望)や.この(願望)を「取り込む」 (注意力)なしに. (1-ぇme)は「超自然

的な(魂(l'云me))になれないし,彼女(人間)がなかでも,何ゆえ(願望)

の導出に依存せずにおれないかは. (この性界(自然))が(必然性)であり.

彼女(人間)に(他界(自然)の美)に接してのく歓喜(感情))よりか, (絶

望) (頭痛) (悲しみ)を一言していうところの. (不幸)なる(感情)を惹起

させざるを得ない世界であったということである。

[続]
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